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アジア太平洋地域における気候変動に強靭な社会
に向けた情報プラットフォームの開発と活用
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気候変動に強靭な社会を構築するためには、気候科学、政策、行動の効果的な
相互連携が鍵となります。
本セミナーでは、気候変動に強靭なアジア太平洋地域の実現に向けて、エビデ
ンスに基づく戦略的計画と適応策の実施に科学的知見をどう活用できるか、
情報プラットフォームのグッドプラクティスと課題を共有します。また、
アジア太平洋諸国の適応策の促進に向けて、情報プラットフォーム、関係機関、
研究機関、イニシアティブのパートナーシップの可能性を探ります。
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